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令和４年第３回宇治田原町議会定例会 

議 事 日 程（第４号） 

令和４年９月２９日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

 日程第１  議案第３４号 宇治田原町コンプライアンス条例を制定するについて 

 日程第２  議案第３５号 宇治田原町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す 

              る条例を制定するについて 

 日程第３  議案第３６号 宇治田原町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改 

              正する条例を制定するについて 

 日程第４  議案第３７号 令和３年度宇治田原町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第５  議案第３８号 令和３年度宇治田原町国民健康保険特別会計（事業勘定） 

              歳入歳出決算認定について 

 日程第６  議案第３９号 令和３年度宇治田原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

              算認定について 

 日程第７  議案第４０号 令和３年度宇治田原町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 

              について 

 日程第８  議案第４１号 令和３年度宇治田原町水道事業会計決算認定について 

 日程第９  議案第４２号 令和３年度宇治田原町下水道事業会計決算認定について 

 日程第10  議案第４３号 令和４年度宇治田原町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第11  議員派遣について 

 日程第12  閉会中の継続調査の申し出について 

 

１．出 席 議 員 

      議 長    １２番  谷 口   整  議員 

      副議長     １番  浅 田 晃 弘  議員 

              ２番  原 田 周 一  議員 

              ３番  宇佐美 ま り  議員 

              ４番  山 本   精  議員 

              ５番  山 内 実貴子  議員 

              ６番  上 野 雅 央  議員 

              ７番  藤 本 英 樹  議員 
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              ８番  森 山 高 広  議員 

              ９番  馬 場   哉  議員 

             １０番  榎 木 憲 法  議員 

             １１番  今 西 利 行  議員 

 

１．欠 席 議 員     なし 

 

１．地方自治法第１２１条の規定により会議事件の説明のため出席を求めるものは次のと

おりである。 

町 長 西 谷 信 夫 君 

教 育 長 奥 村 博 已 君 

都 市 整 備 政 策 監 星 野 欽 也 君 

総 務 担 当 理 事 奥 谷  明 君  

建 設 事 業 担 当 理 事 垣 内 清 文 君 

教 育 次 長 黒 川  剛 君 

総 務 課 長 青 山 公 紀 君 

企 画 財 政 課 長 村 山 和 弘 君 

税 住 民 課 長 廣 島 照 美 君 

福 祉 課 長 中 村 浩 二 君 

健 康 対 策 課 長 立 原 信 子 君 

子 育 て 支 援 課 長 岩 井 直 子 君 

建 設 環 境 課 長 谷 出  智 君 

産 業 観 光 課 長 田 村  徹 君 

上 下 水 道 課 長 下 岡 浩 喜 君 

生涯学習推進本部次長 馬 場  浩 君  

 

１．職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

事 務 局 長 矢 野 里 志 君 

庶 務 係 長 重 富 康 宏 君 

────────────────────────────────────────── 
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開  会   午前１０時００分 

○議長（谷口 整） 皆さん、おはようございます。 

  本日、山下副町長、長谷川会計管理者、塚本課長から欠席の申出があり、これを許可

しておりますので、ご報告いたします。 

  ただいまの出席議員は１２名であり、定足数に達しておりますので、これより本日の

会議を開きます。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３４号～議案第３６号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（谷口 整） 会議規則第３７条により、日程第１から日程第３まで、議案第３４

号から議案第３６号までの３議案を一括議題といたします。 

  ３議案につきましては、９月５日の本会議で総務建設常任委員会に付託を行っており

ますことから、総務建設常任委員会委員長の報告を求めます。総務建設常任委員会、藤

本英樹委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（藤本英樹） 皆さん、改めましておはようございます。 

  それでは、総務建設常任委員会に付託されました３議案につきまして、順次、委員長

報告を申し上げます。 

  はじめに、議案第３４号、宇治田原町コンプライアンス条例を制定するについては、

審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  主な質疑といたしましては、条例第３条第２項にある、その他必要な措置の具体的内

容及び条例第４条第４項に、別に定める行動指針等とあるが、内部告発制度との関係は

との質疑があり、その他必要な措置とは、職員の行動指針や発注の行動指針、談合防止

マニュアル関係の整備等のことであり、公益通報制度は行動指針ではなく、別途要綱で

定めているとの答弁があったところです。 

  次に、議案第３５号、宇治田原町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例を制定するについては、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

  主な質疑といたしましては、パパ育休の取得の推進や意識の浸透についての取組はと

の質疑があり、全職員に通知を行うとともに、取得対象者には、個別に周知を行い取得

の推進を図っているとの答弁があったところです。 

  次に、議案第３６号、宇治田原町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例を制定するについては、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと
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決しました。 

  主な質疑といたしましては、老朽化による解体で町営住宅の戸数が減少するが、その

辺りの考えはいかがかとの質疑があり、解体後は岡之薮住宅と天皇住宅で３６棟になる

が、現在２棟の空きがあることから、住宅困窮度合いはそう高くなく、追加の建設は考

えていないとの答弁があったところです。 

  さらに、コロナ禍や家庭の事情で、今後町営住宅の需要が出てくる可能性もあり、町

営住宅になり得るか分からないが、空き家の関係も含めてトータルとしての考えはいか

がかとの質疑があり、現段階で、空き家問題と町営住宅を一緒には考えていないが、今

後、増加する空き家の利活用と町営住宅の老朽化に伴う再建築の議論、それらを総合的

に検討していかなければならないとの答弁があったところです。 

  以上で委員長報告を終わります。 

○議長（谷口 整） ただいま報告のありました３議案について、一括して委員長報告に

対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 質疑なしと認めます。これにて質疑を終わります。 

  日程第１、議案第３４号、宇治田原町コンプライアンス条例を制定するについての討

論を行います。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これより、議案第３４号の採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  議案第３４号は、委員長の報告のとおり決定することに賛成または反対ボタンを押し

てください。 

  押し忘れございませんか。 

  押し忘れなしと認め、確定いたします。 

  賛成全員であります。よって、議案第３４号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第２、議案第３５号、宇治田原町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例を制定するについての討論を行います。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これより、議案第３５号の採決をいたします。 
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  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  議案第３５号は、委員長の報告のとおり決定することに賛成または反対ボタンを押し

てください。 

  押し忘れはございませんか。 

  押し忘れなしと認め、確定いたします。 

  賛成全員であります。よって、議案第３５号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  次に、日程第３、議案第３６号、宇治田原町営住宅の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例を制定するについての討論を行います。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これより、議案第３６号の採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  議案第３６号は、委員長の報告のとおり決定することに賛成または反対ボタンを押し

てください。 

  押し忘れはございませんか。 

  押し忘れなしと認め、確定いたします。 

  賛成全員であります。よって、議案第３６号は委員長の報告のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３７号～議案第４２号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（谷口 整） 次に、会議規則第３７条により、日程第４から日程第９まで、議案

第３７号から議案第４２号までの６議案一括議題といたします。 

  ６議案につきましては、９月５日の会議で決算特別委員会に付託を行っておりますこ

とから、決算特別委員会委員長の報告を求めます。決算特別委員会、藤本英樹委員長。 

○決算特別委員会委員長（藤本英樹） 決算特別委員会より審査報告をいたします。 

  本委員会に付託された６議案について、順次審査報告を申し上げます。 

  去る９月２０日、２１日の両日、午前１０時から決算特別委員会を開会し、令和３年

度一般会計歳入歳出決算から審査を行いました。最初は、福祉課、健康対策課、子育て

支援課所管分、次に総務課、企画財政課、税住民課、会計課、議会事務局所管分、次に

建設環境課、まちづくり推進課、産業観光課、上下水道課所管分、次に教育委員会所管

分、そして各所管に併せて各特別会計、水道事業会計及び下水道事業会計の個別審査を

行いました。 
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  また、９月２２日午前１０時に再開し、現地審査に入り、急速ろ過機改良事業費、役

場庁舎跡地整備事業費、新市街地都市公園整備事業費の３カ所の現地審査を実施いたし

ました。 

  そして、９月２６日午前１０時から総括審査に移り、それぞれの議案について、討論、

採決を行い、決算特別委員会を閉会したところでございます。 

  まず、総括審査の質疑といたしましては、子育て支援の拡充について、ふるさと納税

の寄附金も活用し、高校生通学費補助の見直し、学校給食の無償化、子どもの医療費無

償化拡充等、子育てに係る経済的負担の軽減策の拡充や町独自の少人数学級によるさら

なる教育環境の充実に取り組むべきではとの質疑があり、これまでから子育て支援は本

町の最重要課題の一つとし、限られた財源の中で、今何が必要なのか、何ができるのか

をトータル的に捉え、子どもたちはまさに「まちの未来」「まちの宝」であるという思

いで、多様な各種施策を実施してきたところである。今後もふるさと応援寄附金の有効

な活用も視野に入れつつ、総合的な見地から子育て支援に係る各種施策を鋭意推進して

いきたいとの答弁があったところです。 

  総括質疑は、以上でございます。 

  それでは、ただいま議題となっております議案第３７号、令和３年度宇治田原町一般

会計歳入歳出決算認定についての件は、当委員会に付託され審査の結果、賛成多数で原

案どおり認定すべきものと決定いたしました。 

  主な質疑についてご報告を申し上げます。 

  福祉課、健康対策課、子育て支援課所管分では、障がい者の自立支援給付金等事業費

について、町内施設に通所されている方の人数及び町内グループホームの定数はとの質

疑があり、むく福祉会への通所は現在５０名、グループホームは定数２１名に対し２０

名の方が入居されているとの答弁があったところです。 

  さらに、今後施設利用に対するニーズがますます高まれば、施設の規模や定数の見直

し、また施設の増設も必要と考えるがいかがかとの質疑があり、現入居者の高齢化の現

状や、国施策では施設から地域にとの状況もあることから、来年度策定に取りかかる第

７期障がい福祉計画との整合性を図りながら、むく福祉会等と協議を行い、人数を把握

し取り組みたいとの答弁があったところです。 

  続きまして、総務課、企画財政課、税住民課、会計課、議会事務局所管分では、町ホ

ームページ整備事業費について、更新後、住民の方からどのような意見があったのか。

また、検索方法の案内やホームページのＰＲ等どのように考えているのかとの質疑があ
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り、リニューアル後は見やすくなり、カテゴリーからも検索でき、早く目的のページを

見つけることができるとの意見をいただいている。自治体からの情報発信はホームペー

ジが多いことから、住民の方に親しまれるようなホームページにしたいと考えていると

の答弁があったところです。 

  続きまして、建設環境課、まちづくり推進課、産業観光課、上下水道課所管分では、

お茶の京都観光まちづくり推進事業費について、コロナ禍によりふるさとまつり等のイ

ベントが開催できない中、お茶の情報発信についてはどのように考えているのかとの質

疑があり、ふるさとまつりの代替イベントとして、自宅での茶香服企画を実施し、成績

上位者に名人のお茶セットをプレゼントするなど、遠方の方にもまちの魅力を伝えられ

たと感じている。当面、リアルなイベントは難しいことから、リアルな形、Ｚｏｏｍ等

オンラインの形、また新たな形態も生まれてくると思われるため、これらを踏まえ取り

組んでいきたいとの答弁があったところです。 

  続きまして、教育委員会所管分では、放課後児童健全育成事業費について、宇治田原

小学校区はまるやま交流館を使用しているが、部屋を２つに分けての指導は難しいこと

から、専用の施設が必要ではないかと考えるがいかがかとの質疑があり、まるやま交流

館内の和室等も活用しながら、空間を確保する対応により現在のままで利用していきた

いとの答弁があったところです。 

  一般会計での主な質疑は、以上でございます。 

  次に、議案第３８号、令和３年度宇治田原町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入

歳出決算認定についての件は、当委員会に付託され審査の結果、全会一致で原案どおり

認定すべきものと決定いたしました。 

  特に質疑はなかったところです。 

  次に、議案第３９号、令和３年度宇治田原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についての件も、当委員会に付託され審査の結果、賛成多数で原案どおり認定すべき

ものと決定いたしました。 

  特に質疑はなかったところですが、討論において、本年１０月から窓口負担が１割か

ら２割に引き上げられ、負担が２倍になれば大規模な受診抑制により重症化を招くこと

で、特別会計を圧迫することにつながる。高齢者が安心して医療を受け、健康な生活を

送ることができなくなるような後期高齢者医療制度には反対の立場であるため、本議案

については不認定であるとの反対討論があったところです。 

  次に、議案第４０号、令和３年度宇治田原町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ
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いての件も、当委員会に付託され審査の結果、全会一致で原案どおり認定すべきものと

決定いたしました。 

  主な質疑といたしましては、介護サービス給付費について、他施設の重複も含めてサ

ンビレッジ宇治田原の入所申込みが３２名とのことだが、入所待ちの方が１人でも施設

に入れるよう、新たな施設の建設を含めた次期計画の考えはとの質疑があり、今年度に

見直しを開始する高齢者福祉計画、来年度に見直す障がい者基本計画の整合性を図る中、

事業者の意見も聴取しながら考えていきたいとの答弁があったところです。 

  次に、議案第４１号、令和３年度宇治田原町水道事業会計決算認定についての件も、

当委員会に付託され審査の結果、全会一致で原案どおり認定すべきものと決定いたしま

した。 

  特に質疑はなかったところです。 

  次に、議案第４２号、令和３年度宇治田原町下水道事業会計決算認定についての件も、

当委員会に付託され審査の結果、全会一致で原案どおり認定すべきものと決定いたしま

した。 

  特に質疑はなかったところです。 

  以上で委員長報告を終わります。 

○議長（谷口 整） ただいま報告のありました６議案について、一括して委員長報告に

対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 質疑なしと認めます。これにて質疑を終わります。 

  日程第４、議案第３７号、令和３年度宇治田原町一般会計歳入歳出決算認定について

の討論を行います。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。今西利行議員。 

○１１番（今西利行） ただいま議題となっております議案第３７号、令和３年度宇治田

原町一般会計歳入歳出決算につきまして、不認定の立場から討論を行います。 

  本決算については、実質単年度収支が１０年ぶりの黒字となり、経常収支比率も改善

いたしました。しかし、これは主にコロナ禍という特殊な事情によるものです。歳入の

中心となる町税のうち、法人町民税はもち直したものの、個人町民税、固定資産税につ

いては大きく減収となりました。町当局も分析しているように、今後も大型投資事業に

伴う公債費や扶助費の増加が想定されることを踏まえると、財政の硬直化が懸念される

ところです。 
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  財政危機に関しては、この間の道路や都市公園整備をはじめとしたハード整備などの

積極的投資によるものであり、大きく町債を発行してきたことから、今後ますます公債

費が増え、さらに厳しい状況が続きます。本決算においては、新市街地都市公園整備事

業に約１億４，０００万円もの歳出がありました。広い公園の必要性について否定はい

たしませんが、今、財政が厳しいときに優先される事業ではないと考えます。 

  町営バス再編については、説明会を持たれましたが、バス運賃有料化ありきの報告で

あり、住民の足として２０年以上にわたって無料で運行してきた町内循環バスを有料に

することは、「交通弱者にとって福祉の後退ではないか」「年をとってもこの町で安心

して暮らしていけるのか不安だ」との声も聞いています。お年寄りが楽しみにしている

敬老祝い金についても削減されました。さらには高校生の通学バス代補助が、課税世帯

については一律に半額に減額されました。高校生や中学生を持つ保護者からは、落胆と

怒りの声を聞きました。 

  総括質疑でも申しましたが、ふるさと納税については多くの寄附をいただいているこ

とに対し、担当課のご努力に敬意を表します。また、寄附金を子どもの未来のために使

うという町の方針にも賛同いたしますが、真に子どもたちの未来を考えるならば、保護

者の経済的な理由で進路が左右されることなどあってはなりません。さらには、真に子

どもたちの未来を見据えるのなら、子どもたちの基礎学力をしっかりとつけるためにも、

教師が子ども一人一人にきめ細かく、ゆとりを持って接することができるよう、町単費

の教員を増員し、町独自の少人数学級を実施すべきと考えます。１０年先、２０年先の

未来のまちの姿を見据えるならばなおさら、財政が厳しいからといって、福祉や教育、

子育て支援は充実こそすれ、切り捨てるべきではありません。 

  小中学校施設一体型については、白紙撤回を求める住民の要望署名が２，０００筆を

超えたにもかかわらず、耳を貸さずに進めてこられましたが、財政難を理由に２０２４

年度開校は延期を決定されました。もともとずさんな計画であり、議論を重ねていただ

いたクリエイト会議の委員の皆さんからも、「失望した」と言われるようなありさまで、

町も教育委員会も無責任極まりないと言わざるを得ません。学校施設をどうするかにつ

いては、住民の意見に真摯に耳を傾け、議論を尽くした上で決定すべきであります。 

  最後に、コロナ禍だけでなく、物価の高騰が今、住民の暮らし、営業を脅かし厳しさ

は増しております。こんなときだからこそ、住民の皆さんのニーズ、暮らしの願いをし

っかりと受け止めて、町が住民の命と暮らしを守る役割を十分発揮することを求めまし

て、令和３年度一般会計決算認定についての反対討論といたします。 
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○議長（谷口 整） 次に、原案に賛成者の発言を許します。山内実貴子議員。 

○５番（山内実貴子） ただいま議題となっております議案第３７号、令和３年度宇治田

原町一般会計歳入歳出決算認定について、賛成の立場で討論を行います。 

  令和３年度は、「未来へＲｅスタート 持続可能なまちづくり予算」として、人口減

少対策と地域創生の着実な推進に向け、第５次まちづくり総合計画の後期計画及び第２

期地域創生総合戦略に基づき、４つのまちづくりの目標の達成を目指し、宇治田原山手

線及び関連する幹線道路の整備など、まちの基盤整備、新型コロナウイルス対応等の重

点施策を進められる中、実質単年度収支が１０年ぶりに黒字に転じています。 

  令和２年から続く新型コロナウイルス感染症の拡大は、いまだ予断を許さない状況で

す。新型コロナウイルス感染症予防対策として、まずは住民の皆さんの感染への不安を

払拭するべく、京都府や綴喜医師会、関係団体と連携対応され、また、地元医院のご協

力も得ながら、ワクチンの接種を継続して行っていただきました。住民の皆さんの様々

な要望にもできる限り対応してくださったことに感謝しております。 

  また、新型コロナウイルス感染症の陽性者や濃厚接触者として自宅待機を求められた

方に対し、当面の食料等を配送し、自宅での療養や生活の継続の支援を実施されており

ます。そして、コロナ感染症の影響により厳しい状況にある方々や、子育て世代への支

援としての給付金事業にも取り組まれ、大変助かったとの声も多く聞かれました。 

  緊急事態宣言やまん延防止等重点措置による制限などで多大な影響を受けた町内中小

企業・事業所等への支援給付を行う、がんばるまちの事業者支援事業や、宇治田原コロ

ナ対策企業応援事業等に取り組んでいただくなど、その成果は高く評価するものであり

ます。 

  今後も、新型コロナウイルス感染症へは様々な対応を継続して行っていかなければな

りませんが、さらに住民の皆さんの安心安全のための取組をよろしくお願いいたします。 

  宇治田原山手線整備では、本町においても工業団地線の予備設計を行うなど、山手線

の岩山側の早期事業着手を促すため、取り組まれています。住民会議の皆さんとともに、

町長が先頭に立ち、さらに一日でも早い全線開通を目指し、休むことなく取り組んでい

ただきたいと思います。 

  令和２年１２月に発生した重大事件では、事件の原因究明と再発防止のため、第三者

による重大事件等調査委員会を設置、調査・報告を受け、また議会でも特別委員会報告

書を提出いたしましたが、入札不正再発防止策の策定、電子入札導入支援など、入札制

度の透明性確保や入札業者の利便性向上を図る取組等も実施されています。今後とも信
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頼回復のための取組をよろしくお願いいたします。 

  今、社会はデジタル化へと加速しています。ハートのまちとしての様々な取組も進め

られていますが、住民の皆さんと共にということを忘れることなく、ハートの感じられ

る、誰一人取り残さないための細やかな取組をお願いしたいと思います。 

  本町の財政状況は、扶助費や宇治田原山手線等の大型投資の事業に伴う公債費など、

義務的経費の増加により非常に厳しい状況が想定されています。今後も西谷町長の強い

決意と決断のリードで、中長期的な視野に立ち、より創意と工夫を持って、財政運営の

適正化と健全化に向け、職員の皆さんとの強いタッグでこれまで以上に取り組んでいた

だきますよう望みます。 

  議員諸侯のご賛同をお願いいたしまして、私の賛成討論といたします。 

○議長（谷口 整） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） これにて討論を終わります。 

  これより議案第３７号の採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。議案第３７号は、委員長の報告のとお

り決定することに賛成または反対ボタンを押してください。 

  押し忘れございませんか。 

  押し忘れなしと認め、確定をいたします。 

  賛成多数であります。よって、議案第３７号は委員長の報告のとおり認定されました。 

  次に、日程第５、議案第３８号、令和３年度宇治田原町国民健康保険特別会計（事業

勘定）歳入歳出決算認定についての討論を行います。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 討論なしと認めます。これにて討論を終わります。 

  これより議案第３８号の採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。議案第３８号は、委員長の報告のとお

り決定することに賛成または反対ボタンを押してください。 

  押し忘れございませんか。 

  押し忘れなしと認め、確定をいたします。 

  賛成全員であります。よって、議案第３８号は委員長の報告のとおり認定をされまし

た。 

  日程第６、議案第３９号、令和３年度宇治田原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
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算認定についての討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。山本精議員。 

○４番（山本 精） ただいま議題となっております議案第３９号、令和３年度宇治田原

町後期高齢者医療特別会計決算について、不認定の立場から討論を行います。 

  今年全国で１００歳以上の人は初めて９万人を超え、５２年連続で過去最多を更新し

ました。高齢化が進む我が国において、高齢者が安心して医療を受けられるようにする

ことは大切な課題です。ところが、１０月から７５歳以上が加入する後期高齢者医療制

度の窓口負担が１割から２割に引き上げられます。約３７０万人が負担増の対象です。

負担が２倍になれば大規模な受診抑制が起き、重症化を招くことで後期高齢者医療特別

会計を圧迫することにつながるのではないでしょうか。 

  高齢者が安心して医療を受け、健康な生活を送ることができなくなるような後期高齢

者医療制度に反対の立場から、本決算について不認定といたしまして、反対討論といた

します。 

○議長（谷口 整） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） これにて討論を終わります。 

  これより、議案第３９号の採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。議案第３９号は、委員長の報告のとお

り決定することに賛成または反対ボタンを押してください。 

  押し忘れございませんか。 

  押し忘れなしと認め、確定をいたします。 

  賛成多数であります。よって、議案第３９号は委員長の報告のとおり認定をされまし

た。 

  次に、日程第７、議案第４０号、令和３年度宇治田原町介護保険特別会計歳入歳出決

算認定についての討論を行います。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これより議案第４０号の採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。議案第４０号は、委員長の報告のとお

り決定することに賛成または反対ボタンを押してください。 

  押し忘れございませんか。 
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  押し忘れなしと認め、確定いたします。 

  賛成全員であります。よって、議案第４０号は委員長の報告のとおり認定をされまし

た。 

  次に、日程第８、議案第４１号、令和３年度宇治田原町水道事業会計決算認定につい

ての討論を行います。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これより議案第４１号の採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。議案第４１号は、委員長の報告のとお

り決定することに賛成または反対ボタンを押してください。 

  押し忘れございませんか。 

  押し忘れなしと認め、確定をいたします。 

  賛成全員であります。よって、議案第４１号は委員長の報告のとおり認定をされまし

た。 

  日程第９、議案第４２号、令和３年度宇治田原町下水道事業会計決算認定についての

討論を行います。討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これより議案第４２号の採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定であります。議案第４２号は、委員長の報告のとお

り決定することに賛成または反対ボタンを押してください。 

  押し忘れございませんか。 

  押し忘れなしと認め、確定をいたします。 

  賛成全員であります。よって、議案第４２号は委員長の報告のとおり認定されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第４３号の説明、質疑、討論、採決 

○議長（谷口 整） 次に、日程第１０、議案第４３号、令和４年度宇治田原町一般会計

補正予算（第３号）を議題といたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。西谷町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、日程第１０、議案第４３号につきましてご説明申し上げ

ます。 
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  議案第４３号、令和４年度宇治田原町一般会計補正予算（第３号）につきましては、

電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、去る令和４年９月２０日に閣

議決定がされた、価格高騰による家計への影響が特に大きい世帯に対しての支援策とし

て、令和４年度住民税非課税世帯等に対し１世帯当たり５万円の価格高騰緊急支援給付

金を支給するための費用を補正するもので、補正額は４，７７０万円の追加となり、補

正後の予算総額を５３億４，６７９万８，０００円とするものでございます。 

  まず、第１表 歳入歳出予算補正の歳入につきましてご説明申し上げます。 

  国庫支出金では、住民税非課税世帯等への価格高騰緊急支援給付金事業費補助金等４，

７７０万円を追加しております。 

  次に、歳出につきましてご説明申し上げます。 

  民生費では、住民税非課税世帯等への価格高騰緊急支援給付金事業費４，７７０万円

を追加しております。 

  内訳といたしましては、対象世帯数を住民税非課税世帯８５０世帯及び家計急変世帯

２０世帯と見込み、緊急支援給付金として総額４，３５０万円を計上しているほか、事

務的経費として電算システム改修委託料、郵送料及び口座振替手数料など４２０万円を

計上しておるところでございます。 

  以上、よろしくご審議を賜りまして、ご可決いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（谷口 整） 提案理由の説明が終わりましたので、議案第４３号に対する質疑を

行います。質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 質疑なしと認めます。 

  これにて、議案第４３号に対する質疑を終わります。 

  議案第４３号につきましては、委員会付託を行わず、これより討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。森山高広議員｡ 

○８番（森山高広） それでは、ただいま議題となっております議案第４３号について、

反対の立場から討論を行います。 

  ほかの西側の国では、コロナ関連でお金をばらまき過ぎ、多くの弊害が出ました。そ

こで物価対策という補助金を大量にばらまけば、過度なインフレになり財政も悪化する

ので、苦渋の判断の末、金利アップを選択しているわけです。 

  日本の場合ほかの国と違い、長期間財政悪化、デフレ、自国通貨の実効為替レートの

低下を経験しています。日銀が何もできないという点も違います。そして、最近の円の
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実効為替レートの急激な低下も物価高騰に強くつながっています。ある程度のインフレ

を受け入れず補助金に頼れば、今はよくても日本円のさらなる価値低下を招き、将来さ

らに苦しみます。今定例会でも、燃料油や水道費などへの補助金に関して大きな懸念を

持っておりました。しかし、状況が変わりました。まず、日銀が２２日に行った為替介

入という非常手段が失敗に終わったことは、もう一線を越えたと判断せざるを得ません。 

  次に、英国の状況です。英国は物価対策に減税と補助金の大幅増額を行い、急激な通

貨安に苦しんでいます。また、この議案の内容では不公平だという声も多く、議論を呼

ぶ内容となっております。 

  これらの理由により、この議案については反対いたします。 

○議長（谷口 整） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） これにて討論を終わります。 

  これより、議案第４３号の採決を行います。 

  原案について、賛成または反対ボタンを押してください。 

  押し忘れはございませんか。 

  押し忘れなしと認め、確定をいたします。 

  賛成多数であります。よって、議案第４３号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議員派遣について 

○議長（谷口 整） 次に、日程第１１、議員派遣についてを議題といたします。 

  会議規則第１２９条の規定により、お手元に配付をいたしました内容で議員を派遣す

ることにいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 異議なしと認めます。よって、議員派遣については、お手元に配付

をいたしました内容で議員を派遣することに決定をいたしました。 

────────────────────────────────────────── 

◎閉会中の継続調査の申し出について 

○議長（谷口 整） 次に、日程第１２、閉会中の継続調査の申し出についてを議題とい

たします。 

  各委員長より、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付いたしました申出書の

とおり、閉会中の継続調査の申し出があります。本件は各委員長から申し出のとおり、
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閉会中の継続調査に付することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 異議なしと認めます。よって、本案は各委員長から申し出のとおり、

閉会中の継続調査に付することに決定をいたしました。 

  お諮りをいたします。以上で、今期定例会に付議されました事件は全て終了いたしま

した。本日をもって閉会したいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口 整） 異議なしと認めます。よって、これをもって令和４年第３回宇治田

原町議会定例会を閉会いたします。 

閉  会   午前１０時５４分 

○議長（谷口 整） ここで町長より発言を求められておりますので、これを許します。 

  西谷町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、令和４年第３回宇治田原町議会定例会閉会に当たりまし

て、一言ご挨拶を申し上げます。 

  去る９月５日から２５日間にわたり開催されました今定例会も、本日をもって閉会と

なりましたが、議員各位におかれましては、本会議や委員会にご出席を賜り、慎重な審

議を重ねていただき、ありがとうございました。 

  また、本日追加上程させていただきました住民税非課税世帯等への価格高騰緊急支援

給付金事業に要する令和４年度一般会計補正予算（第３号）につきましては、急遽の提

案にもかかわりませず、即日のご審議にご配慮いただきましたこと、改めてお礼を申し

上げます。 

  おかげをもちまして、本定例会に上程させていただきました全ての案件につきまして、

原案どおりご可決、ご認定をいただき、誠にありがとうございました。ご可決いただき

ました補正予算に計上いたしております各事業につきましては、適正な執行に努めてま

いりたいと考えておるところでございます。 

  また、今定例会におきまして、決算特別委員会を設置していただき、藤本英樹委員長

様、また宇佐美まり副委員長様のもとで４日間にわたり審査をいただき、令和３年度一

般会計をはじめとする６会計決算につきまして、全議案ともご認定を賜り、感謝を申し

上げますとともに、審査に当たり書面審査、現地審査、さらには総括審査を通じて貴重

なご指摘、ご意見等をいただき、重ねてお礼を申し上げます。 

  さて、本定例会会期中に台風１４号及び１５号が日本列島に上陸・接近し、九州地方、
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東海地方を中心に、記録的な風雨に見舞われました。特に、宮崎県、静岡県では住民生

活に甚大な被害をもたらしたところでございます。犠牲となられた方々のご冥福をお祈

り申し上げますとともに、被災された地域の一日も早い復旧復興を願うところでござい

ます。 

  本町におきましては、今回の台風１４号の接近に備え、町内４カ所に避難所を開設し

たところであり、数名の方が避難されましたが、この台風による人的、また土砂災害等

の被害は確認されていないところでございます。今後も大型台風や集中豪雨による風水

害・土砂災害などに備えるため、本町における防災・減災の取組を充実させていく必要

があり、災害に強いまちづくりの基盤となる道路網の整備の観点からも、本定例会でご

可決いただきました補正予算にて、宇治田原山手線整備に係る負担金を計上させていた

だいておるところでございます。 

  国道３０７号のバイパス機能を有し、災害時における円滑な避難路・輸送路となる宇

治田原山手線の早期完成が、地域の防災機能を高めることにもつながりますことから、

引き続き京都府と連携しながら進めてまいりますので、議員各位のご理解とご支援を賜

りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

  さて、本定例会では、令和３年度決算につきましてご認定をいただいたところでござ

いますけれども、一般会計におきましては財政調整基金の取崩しを抑えることができた

ことから、実質単年度収支を１０年ぶりに黒字化することができました。今後、新庁舎

建設時の起債償還の本格化により、公債費の増加による財政の硬直化が懸念されるとこ

ろでありますが、宇治田原山手線整備や工業団地線整備をはじめ、本町の将来の発展を

見据えた未来への投資、また、これから宇治田原の未来を担う子どもたちが健やかに育

っていくためのひとづくりへの投資など、まちづくりの多くの課題に対応しながら、引

き続き行財政改革に取り組み、健全な財政運営に努めてまいりますので、議員各位のよ

り一層のご指導、ご協力を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

  朝夕も日ごとに冷え込んでまいりますことから、議員各位におかれましては、ご自愛

いただきまして、宇治田原町政の発展のために、ますますのご活躍を賜りますようお願

いを申し上げまして、閉会に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。どうもあり

がとうございました。 

○議長（谷口 整） それでは、私からも一言ご挨拶を申し上げます。 

  ９月定例会におきましては、私事ですけれども、喉の不調のため、大変お聞き苦しい

声で議事運営をいたしました。大変申し訳ありませんでした。本日、皆さんのご協力の
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もと、無事、閉会を迎えることができました。ありがとうございました。 

  喉の治療も定期的に治療を行っておりましたけれども、いろいろと行事日程等も重な

り、しばし中断をしたりして今日に至っております。明日からは若干時間の余裕もでき

ますので、喉の治療に専念をしたいというふうに思っております。よろしくご理解をい

ただきまして、９月定例会の閉会に当たっての御礼のご挨拶といたします。本当にあり

がとうございました。 
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